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祝
祭
日
に
は
国
旗
を

掲
げ
ま
し
ま
つ
昨
年
十
一月
、
神
奈
川
県
神
社
庁
設
立
六
十

周
年
記
念
大
会
の
時
、
講
演
さ
れ
た
台
湾
台

北
出
生
で
、
日
本
国
内
で
も
テ
レ
ビ
　
新
聞

雑
誌
等
に
お
い
て
教
育

社
会

政
治
な
ど
幅

広
く
提
言

活
動
さ
れ
て
い
る
今
美
齢
氏
の
お

話
の
中
で
、
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
春
夏
秋
冬
と

四
季
が
こ
れ
は
ど
は
っ
き
り
と
し
た
国
は
日
本

だ
け
で
あ
り
、
こ
の
美
し
い
回
　
日
本
で
暮
ら

す
日
本
人
が
国
を
焚
す
る
心

「
安
国
心
」
を

論
ず
る
と
、
や
れ
右
翼
だ
と
が
保
守
派
だ
と
か

言
わ
れ
る
が
故
に
純
粋
に
国
を
楽
い
国
上
を
愛

す
る
人
が
引
っ
込
み
思
案
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ

の
よ
う
な
国
民
は
他
に
類
を
見
な
い
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
戦
後
経
済
大
国
と
な
っ
た
日

本
は
、
エ
ッ
星
い
や
六
ッ
星
の
扱
い
を
受
け

（台

湾
は
一
ッ
足
と
か
）
世
界
中
ビ
ザ
無
し
で
も
旅

行
が
で
き
、
な
ん
と
も
辛
せ
な
国
民
だ
と
も
言

わ
れ
ま
し
た
。

日
本
人
と
し
て
の
自
負
心
は
ど
こ
か
に
行
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
つ
か
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
行
幸
敬
な
さ
れ
る
時
、

自
然
と
回
旗
（Ｈ
の
九
）を
振
る
光
景
は
ほ
久
の

日
本
を
実
感
で
き
て
微
実
ま
し
い
限
り
で
す
。

日
本
人
た
る
私
た
ち
は
こ
の
夫
し
い
回
上
を

安
し
、
自
信
と
誇
り

希
望
を
棟
い
て
、
日
旗
を

大
切
に
し
祝
祭
日
に
は
ご
家
庭
の
門
戸
に
Ｆ
あ

丸
」
を
納
翻
と
翻
さ
せ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
つ
か
。
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平
成
十
九
年
正
月
は
高
気
圧
の
振
り
出
し

に
よ
り
、
全
国
的
に
穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ

全
目
津
々
浦
々
の
神
社
は
老
若
男
女

幸
男
幸

が
咲
く
二
月
三

日
、
恒
例
の
節

分
祭
が
貯
天
の

下
盛

大

に
行

わ
れ
、
福
を
得

よ
う
と
大
勢
の

参
拝
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
祭

女
の
初
話
で
大
変
な
賑
わ
い
と

な
り
ま
し
た
。

当
亀
ヶ
池
人
幡
宮
で
は
、
昨
年
九
月
に
東
駐

車
場
が
先
成
し
、
更
に
近
隣
各
位

（全
農
ミ
ー

ト
附
様

Ｊ
Ａ
相
模
原
市
様
等
）
Ｑ

」好
意
に

よ
り
駐
車
場
を
確
保
で
き
、
ゃ
」参
詣
者
皆
様
に

は
ご
心
配
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
な
く

安
心
し
て
ご
参
拝
で
き
た
も
の
と
存
じ
ま
す
。

こ
こ
に
こ
の
ご
好
意
に
対
し
、
深
く
感
謝
中
し

上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
初
話
に
お
参

り
く
だ
さ
い
ま
し

た
皆
様
方
の
家
内

安
全

社
運
隆
目

と
益
々
の
ご
健
勝

ご
活
躍
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

典
に
は
多
く
の
年
男
年
女
が
参
列
し
お
祓
い

を
受
け
、
追
離
台
を
力
強
く
打
ち
鳴
ら
し
、

赤
鬼
青
鬼
を
退
散
さ
せ
た
後
、
神
楽
殿
回

り
舞
台
か
ら

「福
は
内

鬼
は
外
」
と
大
き

な
声
を
発
し
な
が
ら
豆
繊
き
が
行
わ
れ
、
景

品
引
換
券
が
入
っ
た
福
豆
袋
を
墳
か
ろ
う
と

大
勢
の
参
拝
者
で
、
境
内
は
歓
声
と
熱
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

福
物
を
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
氏
子
崇

敬
者
各
位
に
は
誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
中
し

上
げ
ま
す
。

）

神
社
参
拝
研
修
旅
行

―
日
光
二
荒
山
神
社
正
式
参
拝
―

去
る
二
月
二
十
六
日
二
一十
七
日
に
、
当
八

峨
宮
の
役
員
総
代
世
話
人
研
修
旅
行
を
実
施

し
、　
一十
七
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
旅
行
は
各
地
の
神
社
を
参
拝
見
学
す
る

と
と
も
に
、
相
工
の
親
睦
を
深
め
神
社
護
持
に

理
解
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
執

り
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
日
早
助
、
当
人
幡
官
社
頭
で
旅
行
安
全

祈
願
を
し
て
一
行
は
出
発
し
ま
し
た
．
途
【
渋

滞
も
な
く
予
定
通
り
日
光
二
荒
山
神
社
に
到

着
し
ま
し
た
。
日
光
男
体
山
を
御
神
体
と
仰

ぎ
祀
り
、
世
界
文
化
遺
産
に
合
録
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

御
社
殿
は
じ
め
、
五
年
右
余
の
歳
月
と
七
億

企
万
円
を
費
や
し
完
成
し
た
ば
か
り
の
仰
神

橋
を
渡
り
、
感
敵
に
浸
り
な
が
ら
日
光
二
荒
山

神
社
に
昇
殿
し
正
式
参
拝
を
い
た
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
広
い
境
内
の
諸
社

建
物
を
見
学
、

ま
た
日
光
束
Ｗ
官
を
参
拝
し
、
キ
春
の
Ｈ
光

を
堪
能
し
た

一
行
は
川
治
温
泉
に
て
一
日
の
疲

れ
を
括
じ
夜
の
宴
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

翠
日
は
前
日
の
緊

張
感
か
ら
同
放
さ
れ

テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の

日
光
猿
軍
団
を
兄
物
、

茶
目
つ
気
た
っ
ぶ
り
の

猿
の
潰
技
に
大
爆
失

で
し
た
。
続
い
て
竹
久

夢
二
美
術
的
に
立
ち

）

寄
り
大
正
時
代
に
浪
混
を
追
求
し
た
天
才
画

家

「
竹
久
夢
一
こ
の
情
緒
と
哀
愁
た
だ
よ
う
作

品
の
数
々
を
見
学
し
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。
今

回
の
研
修
旅
行
が
意
義
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
と
拝
察
し
、
今
後
当
八
幡
宮
の
話
行
事

諸

事
業
に
ご
尽
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。財

化報
緋
賄膜跡範
脚野

レ
し

　
ま
た
神
像

仏
像
等
々
Ａ
卜
で
作

対
覗
戦
醍
懐
↓

よ!
十
六
日
に
法
隆
寺
金
堂
壁
面
が

焼
損
し
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
ニ

十
年
に

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

争

】

菜

鱗

納
前

詳

手
‐

許

、

本
殿
よ
り
火
災
が
発
生
し
た
ン
にの
想
定
で

行
わ
れ
、
消
防
署
へ
の
通
報
や
参
拝
者
の
避

難
誘
導
、
文
化
財
の
搬
出
等
が
行
わ
れ
、

職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
Ｌ
ま
し
・

た
。
相
模
原
市
消
防
本
部
狙
満
分
号
と
田

名
分
署
の
協
力
の
ヽ
と
、
本
腔
へ
の
放
水
副

練
ま
た
故
命
故
急
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
火
災
は
あ
っ
て
は

日
日
日
口十

な
ら
な
い
が
、
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
訓

練
も
必
要
。
大
切
な

文
化
財
等
を
守
る
意

識
が
深
ま
っ
た
」
と
〓

司
は
話
し
て
い
ま
し
た
。
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伊
勢
狩
宮
式
午
遇
宮
奉
安
会

第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮

神
奈
川
黒
本
部
設
立
終
会
開
催

（財
）
伊
勢
神
宮
式
年
遷
言
春
賛
会
神
奈
川

県
本
部
設
立
総
会
が
六
月
十
四
日
、
横
浜
ロ
イ

ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
県
内
の
神
社

関
係
者
、
商
工
会
議
所
や
農
業
協
同
組
合
の

代
表
者
な
ど
約
二
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
は
午
後
四
時
に
開
会
と
な
り
、
設
立

発
起
人
を
代
表
し
て
吉
田
茂
穂
神
奈
川
県
神

社
庁
長
が
挨
拶
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

募
財
目
標
並
び
に
事
業
計
画
な
ど
が
承
認
さ

れ
、
役
員
選
任
で
は
県
商
工
会
議
所
通
合
会
の

上
野
孝
会
頭
が
本
部
長
に
、
副
本
部
長
に
は

整
宮
で
そ
ぶ
人
の
描

Ｓ
の
結

地
球
温
暖
化
の
影

響
で
し
ま
つ
か
、
桜
の

開
花
も
い
つ
も
よ
り

早
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
が
、
恰
も
日
本
の

伝
統
的
な
春
の
入
園

学
式
を
祝
う
か
の
よ

う
に
満
開
に
な
り
ま

し
た
。

県
神
社
庁
苦
田
庁
長
、

県
和
社
総
代
会
連
合
会

斎
藤
文
夫
会
長
、
県
神

社
庁
相
原
固
彦

石
川

正
人
両
副
庁
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

本
部
長
就
任
を
受
け
て
上
野
孝
会
頭
は

コ

人
で
も
多
く
の
県
民
に
遷
官
奉
賛
の
趣
旨
に

賛
同
い
た
だ
き
、
日
標
の
募
財
達
成
に
道
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
決
意
を
述
べ
、
支
援

と
協
力
を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
遵
宮
奉
賛
会
相
模
原
支
部
総
会
を

開
催
し
、
支
部
内
各
神
社
関
係
者
を
は
じ
め
、

商
工
会

農
協
の
方
々
に
多
大
な
ご
理
解
ご
協

力
を
賜
り
市
民
挙
っ
て
奉
賛
の
赤
誠
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
陽
光
台

に
開
国
以
来
特
色

あ
る
図
児
教
育
に

適
進
し
て
お
り
ま

す
虹
ヶ
丘
幼
稚
園

は
、
入
園
式
を
目

前
に
し
た
佳
き
日

に
神
前
に
額
づ
き

安
全
析
願
祭
を
斎

行
し
、
送
迎
バ
ス
の
清
祓
を
し
て

一
年
間
の

無
事
故
と
図
児
た
ち
の
健
や
か
な
る
ご
成
長

を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

当八幡宮新総代
就任の報告

小林亮氏   清水亨氏

小林亮氏は、昭和43年4月に当

人幡宮総代に就任し、平成元年に

は結代長に推され爾来18年余に亘

,その任を全うし、その間第11回還

暦大容の大鳥居建設、御大典記

念大狛大建立 また県下にもまれな

両果股有する神楽殿建築等力に多

大なるご尽力をされました。そして

過日の結会に於いて退任の意を表

され辞といたすこととなり、後任とし

て清水享氏が推挙され投員世話人
一同の賛向をいただき、新絡代長

に就任されました。

小林亮氏の長年のご毒任に感

謝申し上げますとともに、清水亨新

総代長がご健勝にてご活躍くださ

いますようご祈念申し上げます。

相
模
中
央
氏
子
総
代
会

庁

催

く
無
く
快
晴
の
も
と
行
わ
れ
、
第

一
部
総

会
は
神
宮
遥
拝

国
歌
斉
唱
に
続
き
、
群

馬
県
神
社
庁
長
高
井
浄
御
氏
の
歓
迎
の

挨
拶
、
更
に
神
社
本
庁
統
理
久
適
邦
昭
氏

神
宮
大
宮
司
北
白
川
道
久
氏
の
ご
来
資
の

ご
祝
詞
を
賜
わ
り
後
、
議
事

大
会
宣
言

文
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
各

神
社
庁
長
が

「
期
待

し
て
い
る
今
後
の
神
社

界
に
つ
い
て
」
の
ア
ー
マ

の
も
と
に
意
見
発
表

さ
れ
、
有
意
な
総
会
の

幕
が
閉
じ
ま
し
た
。

冠
雪
し
た
赤
城
通
峰
を
見

神
社
視
察
研
修
会
実
施

相
模
中
央
支
部
管
内
九
十
八
社
の
氏
子
総

代
で
組
織
さ
れ
て
い
る
相
模
中
央
氏
子
結
代

会

（小
林
売
会
長
、
亀
ヶ
池
八
幡
宮
総
代
長
）

が
、
去
る
六
月
四
日
、
約
二
百
名
の
各
神
社
総

代

神
職
の
参
加
の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
当
管
内
神
社
の
中
か
ら
二
社

も
し
く
は
三
社
を
選
定
し
、
参
拝
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
二
十
二
回
目
を
迎
え
た
本
年
は
、

県
内
神
社
に
目
を
向
け
二
社
を
参
拝
し
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
浜
風
爽
や
か
に
吹

く
真
鶴
の
地
に
鎮
座
す
る
貴
船
神
社
、　
一社
目

は
初
夏
の
新
緑
鮮
や
か
な
芦
ノ
湖
に
朱
色
の
鳥

居
浮
か
ぶ
箱
根
神
社
に
参
拝
、
さ
ら
に
今
春
完

成
し
た
宝
物
殿
を
見
学

し
、
両
和
社
の
宮
司
様

よ
り
由
緒
や
特
色
あ
る

祭
事
等
の
説
明
を
拝
聴

し
有
意
義
な
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。
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ご

案

内

”平
成
十
九
年
例
大
祭
斎
行
ヽ

日
　
時
…
…
平
成
十
九
年
九
月
十
五
日

式
　
典
…

…
午
前
十
時

奉
納
剣
道
…
午
後

一
時

神
代
神
楽

…
午
後
三
時

会
　
果
■
…
午
後
六
時

お
囃
子
…
…
終
日
（適
宣
）

】七
三
二
祝

「　
七
五
二
の
行
事
は
、

キ

ど
も
の
成
長
を
祝

う
儀
式
で
、
古
く
は

髪
債

雪
一歳
男
女
▼

袴
着

（五
歳
男
児
▼

帯
直
（七
歳
女
児
）
と

い
い
、
平
安
時
代
よ
り

公
家
の
間
で
行
わ
れ
、

そ
れ
が
江
戸
時
代
に

入
り
庶
民
に
浸
透
し

ま
し
た
。
当
人
幡
宮

本
年

の
亀
ヶ
池

八
幡
官

例
大
祭
は

た
記
の
と
お
り
行

い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
奮
つ
て
ご
参
列

ご
参
拝
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。
　

「

で
は
、
十
月
中
旬
噴
よ
り
十
一月
十
五
日
前

後
に
可
愛
ら
し
い
お
子
榛
つ
化
五
≡
胡
一丹
無

事
成
長
祈
願
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
九
月
に
貸
衣
装

美
容

着
付

写

真
の
展
示
予
約
会
を
計
画
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
新
願
祭

式
典
同
様
ド」希
望
の
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
ト

】平
成
二
十
年
成
子
正
月
祈
祷

■ヽ
」案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

商
売
繁
盛

社
員
安
泰

工
場
安
全
等
の

ご
祈
願
を
さ
れ
、益
々
の
会
社
の
ご
隆
昌
、
ま

た
厄
除

家
内
安
全

交
通
安
全
等
の
ご
祈

補
を
さ
れ
、
益
々
の
ご
家
庭
の
ご
安
宗
を
お

折
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
社
様

の
ご
祈
稀

予
約

受
付
は
十

一
月

よ
り
行

い
ま
す

の
で
、
当
八
幡
宮

社
務

所
ま
で
ど

連
絡
く
だ
さ
い
ｃ

■

に
来
る
平
成
二
十

年
は
、
津

久
井
郡

四
町
が
相
模
原
市

に
合
併
さ
れ
新
相

模
原
市
が
誕
生
し

て
最
初
の
新
年
と

な
り
ま
す
。
」ヽ
の
慶

賀
の
正
月
に
初
語

く
だ

さ
い
ま
す
よ

申
ヽ
平 社

０
，
１

●

一旦 知 設

狛
犬
（長
ｏ

神
社
に
お
参
り
す
る
と

参
道
の
面
脇
に

一
対
の
石
製

の
狛
大
を
見
か
け
ま
す
が
、

社
殿
内
に
置
か
れ
る
木
製
や
陶
製
ま
た
金
属

製
の
も
の
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
一局
鷺
大
と
の
説

も
あ
り
、
そ
の
起
源
は
古
く
渡
米
信
仰
に
基
づ

く
も
の
と
も
言
わ
れ
、
邪
気
を
祓
う
意
味
が
あ

り
ま
す
。

狛
大
の
種
類
も
多
く
、
代
表
的
な
も
の
と
し

て
は
、
天
満
宮
は
年
、
稲
荷
神
社
は
狐
、
八
幡
宮

は
鳩
等
が
あ
り
ま
す
。

当
八
幡
官
の
狛
犬
は
右
側
の
狛
大
は
老
亀

を
抱
く
長
寿
延
命
の
亀
で
あ
り
、左
側
の
狛
犬

は
親
子
亀
を
抱
く
子
孫
繁
米
の
化
で
全
国
的

に
も
珍
し
く
、
当
人
幡
宮
だ
け
の
狛
大
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

日本の100の神社J より
めずらしい狛犬

亀ヶ池八曜自の狛大

狩
奈
川
県
沖
社
庁

役
員
就
任
報
告

去
る
二
月
二
十
九
日
の
神
奈
川
県
神
社
庁

臨
時
協
議
委
員
会
の
役
員
選
出
に
て
、
当
人
幡

官
根
岸
信
行
官
司
は
県
神
社
庁
責
任
役
員
理

事
に
選
出
さ
れ
就
任
し
、
平
成
二
十
一
一年
二
月

末
ま
で
神
社
庁
庁
務
に
専
念
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
根
岸
活
行
補
宜
は
二
月
二
十
六
日
、
神

奈
川
県
神
道
青
年
会
臨
時
総
会
に
て
会
長
を

拝
命
さ
れ
、
県
下
青
年
神
職
た
ち
の
尖
兵
と
な

っ
て
、
平
成
二
十
一年
二
月
ま
で
の

一年
間
を
務

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
ご
報
告
中
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

神
社
界
発
展
の
た
め
に
精
励
い
た
し
ま
す
の
で

氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
は
よ
り
一層
の
ご
理
解

ご
拠
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

石工垣ご織 のお願い
境内外用道路沿いに生成した石工垣に貴社 貫

家のお名前をラJみ、永久にご繁盛ご多幸を祈合いた

します。氏子崇敬者皆様の一層のご商力をお願い

申し上げます。

ご奉賛ご希望の

方は、当人幡宮和

務所へお中し込みく

ださい。

●毒賃金…

一本三高円也


